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要 旨

アレルギー性鼻炎患者212名 を対象とし,抗 原特異IgG抗 体の意義について考える目的で,鼻 汁スメア

中の細胞 と抗原特異IgG,IgE抗 体 との関係 を見てみた.そ の結果,鼻 汁好酸球と特異IgE抗 休,特 異IgG

抗体 とは正の相関がみ られた.鼻 汁mast cellと特異IgE抗 体は正の相関がみられたが,特 異IgG抗 休 と

は相関はみ られなかった.鼻 汁好中球については,鼻 汁好酸球 と正の相関がみられた.ま た,鼻 にダニ抗

原の負荷テス トを行ったところ,血 清中の特異IgG抗 体が陽性のものが鼻汁ヒスタミンが高く,ま た,鼻

汁スメア中に好中球が多いものは好中球がでていないものに較べて,鼻 汁中NCFが 高 くなる傾向が得 ら

れた.以 上のように鼻アレルギーでは好中球 とこれより放出される化学伝達物質,好 酸球 と抗原特異IgG

抗体,Mast cellと抗原特異IgE抗 体,好 塩基球その他が複雑に絡み合って,複 雑な病像 を呈するものと

考える.

はじめに

気管支喘息,ア レルギー性鼻炎をはじめ とするア ト

ピー性疾患ではIgE抗 体 がその症状の発現に重要な働

きをしていることはいうまで もない.し かし,最 近注

目を集めている抗原特異IgG抗 体 の意義に関しては未

だ結論を見ていない.現在のところshort-term anaphy-

lactic antibodyと す る考 え1,2)と,blocking antibody

として防禦的に働 くとの説がある3).そ して,近 年食物

アレルギー とIgG抗 体 の研究が進み,こ の分野では,

特 異IgG抗 体 が高い例はその除去で臨床症状の改善が

み られる症例の 多いという報告がみられている4).さら

に,肥 満細胞,好 塩基球 とIgG抗 体 の関係 において も,

IgG抗 体 はこれらの細胞と結合するという説5),しない

という説6)があ り判然としない.そ こでア レルギー性鼻

炎患者 を対象とし,抗 原特異IgG抗 休 の意溌について

考える目的で,鼻 汁スメア中の細胞と抗源特 異IgG,IgE

抗体 との関係を見てみた.

また,1部 症例で鼻粘膜誘発試験を行い,ケ ミカル

メデ ィエー ター と抗原特異IgG抗 休 との関連について

検討を行った.

対 象

対象は,気 管支喘息,ア トピー性皮膚炎等のアレル

ギー疾患を有 し,当 院アレルギー科に受診 している患

児で,ア レルギー性 鼻炎の診断が確定 している男児144

名,女 児68名,平 均年齢は7.9才 で,年 齢の輻は,1才

から19才 で あった。

Abbreviations 

 ELISA: Enzyme linked immuno-sorbent assey 

 IgE: Immunoglobulin E IgG: Immunoglobulin G 

 NCF: Neutrophil chemotactic factor RAST 

 Radioallergosorbent test RIST: Radioimmunosor-

 bent test SD: Standard deviation SE: Standard 

 error
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IgE RISTは 平均1,100IU/mlで,診 断名は気管支喘

息合併例が154例,ア トピー性皮膚炎の合併が94例 であ

った.

全 例陽性抗原がダニ(Dermatophagoides farlnae)

で あ るが,な かには他に杉,か もがや,ブ タ草,等 の

抗原に陽性反応を示 した例 もいた.

また,全 例減感作療法未施行者であ り,し かも経口

ステロイ ド剤を服用 していないものとした.

方 法

鼻汁スメアは,鼻 症状のあるときに綿棒にて鼻汁を

採取 し,ス ライ ドグラスに塗布 し,メ タノールアルコ

ールにてただちに固定.採 取は原則的に午前中に行っ

た.固 定後,ヘ マ トキシン ・エオジンにて染色 し,三

島の基準(表1)7)に て,好 酸球 ・Mast cell・好 中球を

カウントした.血 清中特異IgE抗 体 はRAST法 にて測

定.血 清中ダニ特異IgG抗 体 は,ELISA法 にて測定し,

標準 血清の%で 現わした.

Table 1 Scoring method for the Number of Mast cells, 
Eosinophils and Neutrophils In a Nasal 
Smear. (by Mishima)

鼻粘膜誘発試験

鼻粘膜 誘発試験は,通 年性に鼻症状を有 し,ダ ニの

IgE-RASTでRASTス コアが3点 以上の患児24名 につ

いて,鼻 の誘発試験 を行った.患 児は,12時 間前より,

抗 ヒスタミン剤,抗 アレルギー剤の内服及び点鼻を中

止した.誘 発試験は原則的に午前中に行った.誘 発方

法は(図1),ま ず誘発の前に鼻汁スメアの検体を採取

し,鳥 居薬品のアレルゲンディスク"ト リイ"に1,000

倍 に希釈 したダニ抗原エキスを浸し,患 児の下鼻甲介

粘膜前部に15分 間付着させ,鼻 汁,鼻 閉,く しゃみな

どの臨床症状 を観察 した.鼻 汁は,誘 発前,誘 発直後 ,

誘 発後30分 に,4cm×0.5cmに 切 った濾紙を鼻に挿入

し,濾 紙が十分 鼻汁 を吸 うまで放置 し採取 した.濾 紙

は,採 取後に,1ccの 生理的食塩水に浸 し,ヤ マ トタ

ッチ ミキサー(MT-31)に て5分 間攪拌 し,3,000rpm

にて15分 間遠沈 し,上 澄み を採取 し,測 定 まで-40度

で保存した.

Fig. 1 Nasal provocation <Design>

上澄みはHPLC法 に てヒスタ ミンを測定 し,ボ イデ

ン法にてNCFを 測定 した.

統計学的検索は,カ イニ乗検定にて検定 し,2群 間

の検定はPAIREDt検 定,UNPAIRED t検 定,WIL-

COXON t検 定 にて検定 し,危 険率5%以 下 を有意と

した.

結 果

1)鼻 汁スメア中好酸球 と特異IgE,IgG抗 体 に関し

て:鼻 汁スメア中の好酸球数 と血清中の ダニ特異IgE

抗体 との関係 を図2に 示す.

好 酸球のカウン ト数で(-)と(±)をA群,(1+)

をB群,(2+)をC群,(3+)をD群 とし,ダ ニ特

異IgE抗 体 をRASTス コアで表わし好酸球 と検討する

と,図2に 示すようにカイニ乗検定でP<0.01で 好酸球

が増加するとダニ特異IgE抗 体 が高いという関係が認

め られた.

血清中のダニ特異IgG抗 体 について,好 酸球 を前述

のA群,B群,C群,D群 に分けて検討す ると,ダ ニ

特異IgG抗 体 はA群10.6%(SD±9.5N=40),B群

15.1%(SD±15.7N=62),C群17.6%(SD±19.7

N=43),D群17.3%(SD±18.9N=67)で,C・D

群 とA群 とはp<0.05で 有 意差を認め,好 酸球が増加す

れば,ダ ニ特異IgG抗 体 が高いという関係が認め られ

た(図3).
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Fig. 2 The Relationship between Mite IgE RAST score 

      and the number of Eosinophils in nasal smears.

Fig. 3 The Relationship between anti-Mite specific 

     IgG and the number of Eosinophils in nasal 

      smears.

2)mast cellと 特 異IgE抗 体 に関 して:mast cell

は,(-)(±)をA群,(1+)以 上 をB群 として,ダ

ニ特異IgE抗 体 との関係を見 ると,図4に 示す ごとく

カイニ乗検定でP<0.05でmast cellが 増加するとダニ

特異IgE抗 体 が高 くなる結果であった。

mast cellと ダニ特異的IgG抗 体 については,mast

cellをA群,B群 に分 け,検 討 を行ったが、A群14.5%

(SD±15.2N=177),B群20.2%(SD±23.6N=35)

で有意差を認めなかった.

Fig. 4 The Relationship between Mite IgE RAST score 

      and the number of Mast cells in nasal smears.

3)好 中球 と特 異IgE,IgG抗 休 に関 して:好 中球

は,好 酸球 と同じようにA群,B群,C群,D群 とグ

ループ分けを行ったが,好 中球 とダニ特 異IRG抗 体,

また,好 中球 とダニ特異IgE抗 体 とは,有 意 な関係 を

認めなかった.し か し,好 中球 と好酸球 とについて検

討を行ってみると,図5に 示す ように,カ イ2乗 検定

でp<0.01で 好 中球が増えると好酸球が増える傾向を認

めた.

4)鼻 粘 膜誘発試験 と鼻汁中ヒスタミンに関 して:

鼻粘膜誘発試験では,全 例,鼻 汁 や,鼻 閉などの臨牀

症状は陽性であった.そ こで,血 清中ダニ特 異IgG抗

体 が10%以 上の陽性群 と10%を 越 えない陰性群 とに分

けて鼻汁 ヒスタ ミンの変動を比較すると,陽 性群は,

誘 発後鼻汁 ヒスタ ミンが 上昇 しているのに対 して,陰

性群は,鼻 汁ヒスタミンの上昇が見られ なか った.30

分後 のヒスタミンの値で,ダ ニ特異IgG陽 性群 と,陰

性群 とで有意差がみられた(図6).

誘 発前に行 った鼻汁スメアで好 中球 が(1+)以 上

を陽性群,(-)と(±)の 陰性群 に分 けた時の ヒスタ

ミンの変動を比較す ると,陽 性群 では,誘 発直後に ヒ

スタ ミンが上昇しているのに対 し,陰 性群では,誘 発

後30分 の値が高い結果であった(図7) .ま た 同様に,

NCFの 変化を前値のパーセン トで現わ し
,好 中球の陽
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Fig. 5 The Relationship between the number of Eosina 

     phils and Neutrophils in nasal smears,

Fig. G Histamine changes following nasal provocation      

(HD mite) Comparison of IgG anti-mite positive 

      group with a negative group

Fig. 7 Histamine changes following nasal provocation 

     (HD mite) Comparison of neutrophils positive 

      group in nasal smear with a negative group

Fig. 8 NCF changes following nasal provocation (HD 

     mite) Comparison of neutrophils positive group 

      in nasal smear with a negative group
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性 群と,陰 性群 との比較 を行った結果,好 中球陽性群

では,誘 発後NCFが 上 昇する傾向を示 した(図8).

考 察

気管支喘息,ア レルギー性鼻炎をはじめ とするア ト

ピー性疾患ではIgE抗 体 がその症状の発現に重要な働

きをしていることはい うまで もない.し か し,最 近注

目を集めている抗原特異IgG抗 体 の意義に関しては未

だ結論を見ていないが,ア トピー性皮膚炎患児の特異

IgG抗 体 高値はアレルギー症状を発症させる場合が多い

ことの報告がある4).そこでアレルギー性鼻炎患者での

鼻粘膜スメアとIgG抗 体 の関係について検討を行った.

今回はIgE抗 体,IgG抗 体 を対比 して調べた.

これまでにも,特 異IgE抗 体 と鼻汁スメア中の好酸

球,mast cellに 関 しては多くの報告がある.特 に好酸

球については,1929年,Hanselは ア レルギー診断にお

いてその重要性 を報告8)している.同 様 に,Murray,

Andersonは 小 児科領域においても,ア レルギー性鼻炎

と好酸球 との相関を認める報告9)を している.ま た,鼻

汁スメア中のmast cellに ついても,ア レルギー性鼻炎

やア トピー性皮膚炎と相関を認める報告10)があ るが,鼻

汁スメア中の好中球については感染 との関連で説明さ

れることが 多い.気 道アレルギーにおけるchemotactic

mediatorの 遊離に関する報告12)13)が多 く出されるよう

になると,好 中球の意義が従来の感染のみでの説明で

よいのか問題がでてくる.こ の他にもLate phase res-

ponseは 抗原特異IgG抗 体 の出現 も関係あるとする報

告11)14)もあ り,鼻汁スメア中に沢山見られる好中球は注

目に値すると考える.

そ こで,今 回我々は,ま ず,鼻 汁 スメアの各細胞成

分と血清中の抗体 との関係を検討した.そ の結果好酸

球は,血 清中のダニ特異IgE抗 体や ダニ特異IgG抗 体

とよく正の相関を示 していた.ま たmast cellの 増加は

ダニ特異IgE抗 体 と相関していたが,好 中球 とは血清

中のダニ特異IgE抗 体,ダ ニ特異IgG抗 体 との相関を

認めなかったが,好 中球 と好酸球 とは,有 意に正の相

関を認め,な んらかの役割 を果たしていると考えられ

る.

このことを言い換 えれば,抗 原特異IgG抗 体 は好酸

球 と密接な関係があ り,抗 原特異IgE抗 体 は好酸球 と

ともにmast cellと 有意の関係があるということを示 し

ている.こ れまでにもIgE抗 体 の ターゲ ッ ト細胞とし

てmast cellとIgE抗 体 との関係は報告15)されているが,

mast cellは 鼻汁スメア中の量で,抗 原特異IgE抗 体 は

血清中の濃度であ り,鼻 汁 と血清でこのように有意の

関係があることは興味深い.ま た,抗 原特異IgG抗 体

は,抗 原暴露の強さを反映 していると考えた.

鼻汁 スメア と鼻への誘発試験の結果を見ると、鼻汁

スメア中に好中球が出現 しているものが,誘 発後の鼻

汁NCFの 上昇 を見てお り,こ の結果は、鼻汁の好中球

が,単 に感染を通 じて上昇 しているのではな く,ア レ

ルギー反応の1つ として鼻汁中に好中球 が出現 してい

る可能性 を示唆 しているもの と思われる.そ の意義に

ついて考えてみると、好中球から遊離 されるロイコト

リエ ンは,ロ イコトリエンを直接 鼻粘膜に作用させ る

と鼻閉の増強や鼻汁の分泌がみられることが報告16)され

ている.

以 上のようにアレルギー性鼻炎では,抗 原に暴露 さ

れた時,抗 原特異IgG抗 体 や抗原特異IgE抗 体 が関与

して,炎 症の場に動員された好酸球,mast cell,好 中

球 とこれより 出されるヒスタミンやロイコ トリエン

などの化学伝達物質が絡み合 って,複 雑な病像 を呈す

るものと考える.
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 STUDY OF THE RELATIONSHIP BETWEEN NASAL SMEARS FROM CHILDREN AND SERUM 

ANTI-HOUSE-DUST MITE SPECIFIC IgG 

         Tomomi Kondou, Akira Akazawa, Junko Iwahara, Fumiyo Miwa, Yasuhei Odajima 

Department of Allergy, National Children's Hospital 

    Yoji likura 
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 In order to understand the function of specific IgG, nasal secretion samples from 212 children with allergic 

rhinitis were studied to determine the relationship between cells in nasal smears and serum specific IgG and 

IgE antibodies. The relationship between eosinophils in nasal smears and serum specific IgE and IgG 

antibodies showed a strong correlation. The relationship between the appearance of mast cells in nasal 

smears and serum specific IgE also showed a strong correlation, but the relationship between these and serum 

specific IgG did not show a significant correlation. The appearance of neutrophils in nasal smears coincided 

with the presence of eosinophils in nasal smears. When the nasal provocation test was studied, the level of 

histamines in nasal secretions of patients, who were positive for serum anti-house-dust Mite specific IgG, was 

higher than in those who were negative, and changes in NCF in patients with neutrophils in their nasal smears 

were higher than those in patients without neutrophils. These findings support the view that, in allergic 

rhinitis, elements such as neutrophils and chemical mediators, eosinophils and serum specific IgG, mast cells 

and serum specific IgE, interfere and mix in a very complex manner, creating a more complicated understand-

ing of the status of the disease.


